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領家変成帯柳井地域に産出する電気石泥質変成岩を用いた古応力解析：三波川変成
帯紅簾石片岩古応力解析結果との比較

Microboudin method for palaeostress analysis of tourmaline-bearing pelitic rock from the
Ryoke metamorphic belt
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領家変成帯柳井地域に産出する泥質変成岩中に電気石のマイクロブーディン構造を発見し，マイクロブーディン法を
用いて岩石が記録する古応力絶対値を解析した．領家変成帯の岩石を用いたマイクロブーディン古応力解析は本研究が
初めてである．結果は 30 MPaと見積もられた．微細構造観察では，電気石の鉱物線構造は視覚的に発達していなく，ま
た石英質片岩中（先の古応力解析に用いた泥質変成岩の採取場所から 5 m以内の露頭で採取したものである）の石英組
織はイレギュラータイプ（二次再結晶）であった．
本研究の古応力解析結果・微細構造観察結果は，三波川変成帯に産出する紅簾石片岩の結果とは明確に異なる．著者

達は以前の研究で，三波川変成帯の複数地域においてマイクロブーディン古応力解析を行っており，例えば，四国汗見
川流域では 50 MPa，四国銅山川流域では 100 MPa，紀伊四邑川流域では 200 MPaという解析結果が出ている．また，三
波川変成帯の鉱物線構造は視覚的によく発達しており，石英組織は細長く引き伸ばされて亜粒界が発達した動的再結晶
タイプであった．
領家・三波川両変成帯の古応力解析・微細構造観察結果の違いは，三波川変成帯と比べて領家変成帯の方が相対的に

低い差応力で変形したことを示唆している．


